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Part 01

国際的な動向



2024年11月にアゼルバイジャ
ンで開催された国連気候変動
枠組条約締約国会議
（COP29）

先進国と途上国の間での分断 環境活動家による「PAY UP
（金を払え！）」という抗議活
動

気候資金の新しい目標金額

COP29の開催



2025年はパリ協定
の採択から10年目

各国が2035年まで
の次期国別決定貢献
（NDC）を示す必
要

温室効果ガスの大幅
削減が求められる

国別決定貢献（NDC）の提示

パリ協定の目標



Part 02

国内の取り組み



日本の新たな気候変動対策の策定 2035年度までの排出削減目標の設
定

国際的な目標と整合性を持たせる
ことが求められる

2050年までのネットゼロ目標

日本の気候変動対策



市民が参加する「気
候市民会議」の増加

地域の気候変動対策
に対する関心の高ま

り

気候市民会議の増加
社会全体での意識向

上

市民参加の促進



Part 03

気候変動の影響と対策



高齢者や貧困層が気候変動の影響を

受けやすい状況

2024年の世界の平均気温は産業革

命前よりも1.5℃を超える

観測史上最も高い気温

気温上昇の現状



再生可能エネルギーの利用
省エネルギー

緩和策

極端な気象に対する備え

適応策

緩和策と適応策
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